
数学
講座コード BWHM

高校数学を得意科目にするコツは、教科書の予習をしてから学校の授業に臨むこと
です。ただ、自力で予習するのは大変。そこで、ベーシックウイングです。ベーシックウ
イングは教科書に沿ってテーマ毎に分かりやすく解説しているので、ベーシックウイ
ングで予習してから学校の授業を受ければ、確実に頭に入ってきます。また、定期テス
ト前には対策問題の解説映像を受講することで高得点が狙えます。こうして数学を
得意にしていけば、入試も怖くありません。ベーシックウイングで教科書を完全理解
することから始めましょう。

ベーシック
MAX
高校生

かざしてスキャン

このマークのある講師画像（P5・15・21・31）にかざしてみよう！

講師からの熱いメッセージを今すぐスマホで！

ベーシックウイングで教科書を完全理解！

数学■城能 博先生 担当講座：〈ベーシックウイング〉数学Ⅱ・Ｂ、数学Ⅲ　〈ベーシックセンター〉センター数学Ⅱ・B

最強の

講師陣から
の

メッセージ

ベーシックＭＡＸを活用して
志望校合格を果たした
先輩達から
キミへの激励メッセージ！！

　学校の進度に合わせて勉強しやすいベーシックＭＡＸを受けました。ベーシッ

クＭＡＸでの学習のコツは、例えば数学なら、例題解説授業を受講し終えた直後

に例題をもう一度解き直すことです。ただ授業を受けただけでは力にはならな

いと思います。僕は家に帰ってしまうとなかなか勉強がはかどらないので、塾に

来た時に勉強した内容を定着させてしまうよう心がけていました。その結果、

学校から出される数学の課題も楽にやれました。

　僕の志望大学は、センター試験の配点比率が高く設定されていました。セン

ター試験で望む結果を出すためには「基礎に徹した勉強をする」ことと「勉強量

をこなす」ことが大切です。国公立大学でセンター試験の配点比率の高い大学

を目指す皆さんは是非参考にしてください。

センター重視の志望校なら、
ベーシックＭＡＸで基礎の徹底が勝利への道
埼玉大学 教育学部 埼玉県私立開智高校　守屋 春輝君

　物理・化学ともかなり苦手だったので、ベーシックＭＡＸで基礎から学習しました。

特に化学は抜けていた知識や理解を埋めることができました。基礎を固めた後に

問題集で基礎レベルの問題を解き、学習項目の定着を図りました。わからない所

があれば、もう一度授業を受けたりしました。その繰り返しで、模試の得点が20点

以上上がりました。おかげで自信がつきました。

　受講する時は、学校で習ったとか、わかったと思っているところも含めて、すべ

てきちんと受けるべきです。知っていると思っていて意外と理解できていなかっ

た内容がきちんと理解し直せたり、問題の解き方を教えてもらえたり、など必ず

役に立つことがあるからです。わかったつもりで終わらせず、全てしっかり受講す

ることが合格へと結びつきます。皆さんもベーシックMAXを信じて頑張って下さい。

飛ばさずにすべてきちんと受講すること
それが合格へと導いてくれる
立命館大学 経済学部 富山県立富山高校　坂井 春奈さん

　センター模試で、最初5割レベルだった僕が、本番で9割～満点が取れ、2次試

験への自信を持てたのはベーシックＭＡＸのおかげです。ベーシックＭＡＸはと

にかくわかりやすく概念を伝えてくれるので、受験勉強に必要な学力の土台が

しっかりとできたと思います。高１のうちから入試の土台固めができることは、

合格への大きなアドバンテージになります。

　また、受講中や復習時にはとにかく書くようにしました。授業を見ているだけ

より、書くことで定着が良くなりました。さらに「音読」と「書くこと」を一緒にや

れば、その力は数倍となり、本番で発揮されると思います。

5割レベルだったセンター模試の得点が
本番で9割～満点に！
大阪大学 外国語学部 大阪府立岸和田高校　天野 翔也 君

声を参考にキミもベーシックＭＡＸを
フル活用して志望大学合格を！

ベーシックＭＡＸ「受講生の声」

高１（部活生）＠志望大学▶埼玉大学
数学、理科、社会の予習に使い、学校の授業でおさらいす
る感じで使っています。テスト前に時間の余裕ができたの
で点数も上がりました！

高２（部活生）＠志望大学▶京都大学
ベーシックＭＡＸは、学校の授業の予習、復習に最適で、
自分の苦手な部分を克服するのにも効果的。

高2＠志望大学▶早稲田大学
数学の苦手な私でしたが簡単でわかりやすい授業なので
特に予習に活用すると理解も深まります。おススメです！

高3＠志望大学▶千葉大学
主に学校の予習として活用し、学校の授業の理解度が良く
なりました。特に化学と数学の成績が上がりました！

高１（部活生）＠志望大学▶北海道大学
繰り返し何度も受講でき、細かく説明してくれるのでとて
もわかりやすく、最近成績が上がりました！

高１（部活生）＠志望大学▶島根大学
テスト前にわからなかった問題がありましたが、講師の先
生の説明を聞いたらわかるようになって、テストに実際に
そのような問題が出てきて解けました！

高2＠志望大学▶上智大学
私は日本史がすごく苦手で、ベーシックＭＡＸの日本史を
初めから一気に全部受けて流れをつかめました。テスト前
に倍速で受けることも。

高3（部活生）＠志望大学▶同志社大学
苦手意識のある教科のセンターの基礎固めとして使って
います。隙間時間を利用して単元ごとに受講できるのが魅
力です。

高１＠志望大学▶茨城大学
短時間で復習することができるので、さっと見直すとテス
トの結果が全然違います！

高2＠志望大学▶東北大学
復習の時は倍速で受講すると、1つの単元が１～２時間で
おさらいできるのでとても便利だと思います。

高３（部活生）@志望大学▶上智大学
高１・２の人のみならず、基礎を１からやり直したいという
人には1コマ20分程度で、時短で学べて良いです。

高２（部活生）@志望大学▶広島県立大学
部活動を掛け持ちしていて、時間がない中でも倍速受講で
時間短縮もでき、更にテストで出やすい部分も教えてくれ
るので本当に助かっています！授業が楽しく苦手意識がな
くなりました！

高１@志望大学▶早稲田大学
自分が受けたい教科の単元や内容の難しさなど、たくさん
ある種類の中から自分に合うものを選べて良いです。

高３（部活生）@志望大学▶明治大学
学校の予習に使うのはもちろんですが、苦手な単元を集中
的に復習するのにも最適です。忘れた解法もコレで再確
認できます。

高３@志望大学▶宇都宮大学
弱点克服に、「わからない→受講→実践→克服」が可能。
完全に理解できるまで何度でも受講できるのがステキ
です！

高３@志望大学▶東京理科大学
自分がわからないところだけをチョイスして受講できるの
で、復習が効率的にできます。
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ベーシックＭＡＸ数学　学習・講座ガイド

「わかる」をしっかり
「例題解説授業」で学校の予習

「わかる」から「解ける」へ
「練習問題」＋「練習問題解説授業」

学校の授業がよく「わかる」！
課題がスイスイ「解ける」！

高校数学は、中学に比べ内容が格段に難しくなります。
教科書の公式や例題の理解が不十分な状態で、教科書傍用問題集や参考書の難しい問題
をいくら解いても学習効果はなかなか上がりません。
ベーシックウイングは、問題の解法を説明するだけでなく、

  

なぜこう考えるのか”
という「考え方」にこだわります。ですから、教科書の公式・例題といった基礎の理解が
より確実になり、さらに応用問題を解くための思考過程を身につけることができます。
結果、定期テストで高得点が狙え、さらに、その積み重ねがセンター試験での
高得点獲得へとつながっていきます。

定期テストで高得点！ベーシックウイング

ベーシックウイング ベーシックセンター

センター試験対策定期テスト高得点理解の定着教科書完全理解

センター試験頻出問題演習定期テスト対策問題演習練習問題

演習問題解説授業演習問題解説授業練習問題解説授業
例題解説授業

※「数学Ⅲ」は「例題解説授業」・「練習問題」＋「練習問題解説授業」になります。

＋ ＋ ＋

教科書の公式・例題レベルの問題の解説授業ですが、「扱っている1問」の解法を解説するだけでなく、その問題を扱うことにより
他の問題への糸口も示しています。ですから、角度を変えた問題が出題されても、思考の手順に戸惑わなくなります。また、間違
えた問題は、講師が解説した内容をなぞりながら解き直すと効果も倍増します。また、特に数学は、学校の進度にカリキュラムを
合わせ、予習として受講すれば、学校の授業の理解度が深まります。この授業は予習の必要はありません。

「わかる」をしっかり　　～教科書の基礎を理解する～　　例題解説授業　　

部活等で時間のとれない人は、「例題解説授業」のみで学校の予習を進めましょう。（「練習問題」＋「練習問題解説授業」は、予習や
テスト勉強に可能な範囲で活用しましょう。）

例題で基礎を学習して、「わかった」内容を定着させるための学習をしないと、得点にはなかなか結びつきません。学力はイン
プットだけでなくアウトプットすることにより定着します。この練習問題解説授業は「わかる」を「解ける」に定着させるための
授業です。例題の類題である練習問題を解き、その解説授業を受講することにより曖昧な記憶が確実なものとなります。解けた
問題も、解説は飛ばすことなくしっかりと受講し、ポイントはノートに書きとめていきましょう。これにより、数学の基礎が記憶
に定着します。各単元に「タスクテスト」（確認テスト）がついていますので、しっかり定着できているかチェックできます。
間違った問題や不安な箇所は映像授業を見直しましょう。

「わかる」から「解ける」へ　　～教科書の基礎を定着させる～　　練習問題解説授業　　
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ベーシックＭＡＸ数学　学習・講座ガイド
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「解ける」から「点になる」へ
「定期テスト対策演習問題」＋「演習問題解説授業」

定期テストで「高得点」！

定期テスト対策演習解説授業は得点力を磨くための講座です。この講座は、それぞれの単元の頻出問題で構成されています。
問題のレベルは「標準」と「応用」の２レベルに分かれています。学校で出題される問題レベルに合わせて受講してください。
また、定期テスト対策演習ではその解法を知らないと解けない問題を多数扱っています。この授業では、その解法をわかりやす
く解説します。定期テスト2週間前からテスト範囲の授業を集中受講しておけば、その後に学校で使っている問題集も、スムー
ズに解けるようになります。

「解ける」から「点になる」へ　　～定期テスト高得点の総仕上げ～　　
定期テスト対策演習解説授業　

センター試験高得点！ベーシックセンター
センター試験数学は、毎年少しずつ変更はあるものの、出題パターンはほぼ決まっています。ベーシックセンターでは、
センター試験頻出問題の演習をおこない、確実に合格ラインを超える得点力を身につけることを目的とします。
ベーシックセンターで頻出問題の解法を理解した後にセンター試験過去問演習を始めると、この効果を実感できるでしょう。

「わかる」をしっかり 「わかる」
から

「解ける」

「解ける」
から

「点になる」

センター頻出問題の解法を理解

ベーシックセンター
数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B

過去問演習の「質を高める」

センター試験
過去問解説講義

得点力を一気にＵＰ！

センター試験
ファイナル

センター試験
高得点！

「合格する」

「解答再現」とは、受講して解き方の説明を受けた問題を、「ノートなどを見ずに、
自力で解答にいたるまでの過程を書き出す」ことです。ベーシックＭＡＸの授業は
わかりやすく丁寧に説明しています。そのため、すぐに「わかった！」となり、
定着をおろそかにしてしまう人もいます。「解答再現」をすると、曖昧だった記憶が確かな記憶
として定着します。この解答再現は、受講直後にすると効果的です。わかっていなかった点は、
その箇所だけ、再受講して疑問点を解消していきましょう。

「解答再現」～難関大に合格した先輩もやっていた！オススメ学習法～

（数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂに設置）

7



高1

高2

高3
（文系）

高3
（理系）

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月
数学Ⅰ・A （ 例題解説授業　120回＝月12回×約10ヵ月）　（定期テスト予想問題　標準60回、応用70回　各定期テスト対策期間・集中学習）

数学Ⅱ・B （ 例題解説授業　144回＝月12回×約12ヵ月）　（定期テスト予想問題　標準60回、応用60回　各定期テスト対策期間・集中学習）

センター数学（75回＝月24回×約3ヵ月）

ベーシックセンター
数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B

高1

高2

高3

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月

数学Ⅱ・B （ 例題解説授業　144回＝月12回×約12ヵ月）　（定期テスト予想問題　標準60回、応用60回　各定期テスト対策期間・集中学習）

数学Ⅰ・A（ 例題解説授業　120回＝月16回×約8ヵ月）　（定期テスト予想問題　標準60回、応用70回　各定期テスト対策期間・集中学習）

ベーシックＭＡＸ数学　受講モデル
キミにあった受講パターンはこれだ！

◆高１生・高２生は、ベーシックウイングの「例題解説授業」（＋「練習問題＋練習問題解説授業」）で学校の予習を、定期テスト前はベーシックウイン
グの「定期テスト対策演習問題解説授業」を受講します。このサイクルを確立させることで、学校の授業の理解度が高まり、課題もラクにこなせて、
部活と両立させながら定期テスト高得点を取ることができます。

◆季節講習時には、「合宿講座」でそれまでの総復習をします。入試基礎力が万全になります。
◆高３生のセンター試験対策は、「ベーシックセンター」でセンター頻出パターン問題の解法を学習し、その後に過去問演習に取り組んでいくと、
効率的に対策を進めることができます。

＊定期テスト対策＝「定期テスト対策演習問題解説授業」

＊定期テスト対策＝「定期テスト対策演習問題解説授業」

ベーシックMAX受講生はこちら

定期テスト高得点＆センター試験
高得点合格突破　受講モデル

★高１・２時は、「ベーシックウイング」で定期テスト高得点を目指します。
高３からは、文系は「ベーシックセンター」を始めセンター試験対策に集中し、センター試験高得点を目指します。
高３理系は前半は「ベーシックウイング」で「数Ⅲ」の定期テスト高得点を目指し、後半からは「ベーシックセンター」
を始めセンター試験対策に集中し、センター試験高得点を目指します。

◆下記のモデルは、「ベーシックウイング」での学校の予習を、「例題解説授業」のみで進めていく場合で示しています。
（「練習問題」＋「練習問題解説授業」は予習やテスト勉強に可能な範囲で活用しましょう。）
◆試験科目に数Ⅲが含まれる場合、数Ⅲの学習は、学校の進度に関わりなく、夏休みまでに一通り学習し終える必要があり
ます。そうすることで、その後のセンター対策にしっかりと臨めます。１ヵ月の授業回数の目安 12回（高１・２）16～24回（高３）　　1回の受講時間：20分

※高３ウイングネット本科の詳細については「通年版高校生ウイングネット　学習・講座ガイド」をご覧ください。
＊合宿講座はP49・50、センター試験過去問解説講義・センター試験ファイナルはP51で、その詳細をご確認ください。
＊上記モデルはあくまで一例です。上記以外の受講パターンについてはご相談ください。

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

夏期講習
合宿講座20

高校数学の基礎

定期
テスト
対策

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

冬期講習

冬期講習

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

ベーシック
ウイング
例題解説

授業

夏期講習
合宿講座40

ｾﾝﾀｰ数学
Ⅰ・A

ベーシック
ウイング

例題解説
授業

春期講習
合宿講座

40
センター
数学Ⅱ・B

定期
テスト
対策

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

ベーシックセンター
数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B

ベーシック
センター
数学Ⅰ・A、
数学Ⅱ・B 

ベーシック
センター
数学Ⅰ・A、
数学Ⅱ・B 

冬期講習春期講習

春期
講習

センター試験過去問解説講義
＊受験する全教科の対策を行いましょう。

センター試験過去問演習期間センター数学（75回＝月16回×約4ヵ月半）

センター
試験

ファイナル

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

数学Ⅲ（例題解説授業　108回＝月20回×約5ヵ月）

センター
試験

ファイナル

センター
試験

過去問
解説講義

夏期講習
合宿講座

40
センター
数学Ⅱ・B

夏
期
講
習

ウイングネット受講生はこちら

定期テスト高得点＆難関大学現役合格
受講モデル

★高１・２時は、「ベーシックウイング」で定期テスト高得点を目指します。
高２の12月後半からは、「ウイングネット本科」で、難関大学現役合格を目指します。

◆下記のモデルは、「ベーシックウイング」での学校の予習を、「例題解説授業」のみで進めていく場合で示しています。
（「練習問題」＋「練習問題解説授業」は予習やテスト勉強に可能な範囲で活用しましょう。）
◆高２の12月前半までに、ベーシックウイングでの学習を終了させ、高２の12月後半からは、「ウイングネット本科高３
必修講座」で、個別試験対策・センター対策の学習を開始します。

１ヵ月の授業回数の目安 16回（高１）12回（高２）　　1回の受講時間：20分

ベーシックウイング
例題解説授業

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

夏期講習
合宿講座40
センター数学

Ⅰ・A

定期
テスト
対策

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

春期講習

ウイングネット本科

春期
講習

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業

80分×6回/月）
夏期講習 直前講習

ウイングネット本科

新高３
入試

スタート
講座

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

ベーシックウイング
例題解説授業

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

定期
テスト
対策

夏期講習
合宿講座20
高校数学基礎

定期
テスト
対策

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

ベーシックウイング
例題解説授業

数学Ⅱ・B

ベーシックウイング
例題解説授業

数学Ⅱ・B

数学Ⅱ・B

ベーシック
ウイング

例題解説
授業
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�B� ÕL4Ö×Ø�ÙÚq ÕL4Ö×Ø�ÙÚq ○ ○
�D� /Û���a��� /Û���a��� ○ ○
�I� /Û���a��� /Û���a��� ○ ○
�v� Üaq��� Üaq��� ○ ○
��� Üaq��� Üaq��� ○ ○
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��� RÒÓ�aPR¼ÓÑa RÒÓ�aPR¼ÓÑa ○ ○
��� ÝÞa�C #�ka ○ ○
�$� �c&Ô"�a��� I�Ña�ß� ○ ○
�B� ÕL4Ö×Ø�ÙÚq RÒÓ�a� !" ○ ○
�D� /Û���a /Û���a ○ ○
�I� h~� h~� ○
�v� Üaq��� Üaq��� ○ ○
��� Üaq��� Üaq��� ○ ○
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 �� � �� ���� ����

�
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�
�

�� ����������� ��������������� ○ ○
�� ����(�� � !"�#$%����� ○ ○
�� ����(�� �����&��'��� ○ ○
(� )��*+, )��*+,�-�.+�-/.+01�)��2� ○ ○
3� ����4, ����5�/6��7����4, ○ ○
8� 9&� 9&��:�2�����9&���;<=>?@�9&� ○ ○

A BC D EFC D
G� &����(�� 9&�����HI>J&���� ○ ○
K� &����(�� LM�����LM����2� ○ ○
N� O&����(�� O&���� ○ ○
�P� O&����(�� QRS�O&��TUV�O&� ○ ○
��� O&����(�� WXQY�WZQY ○ ○

A BC D EFC D

�
[
C
 
D
U
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]
^

�� ����������� ��������_�`� ○ ○
�� ����(�� ��������:�������.+ ○ ○
�� ����(�� '����:� ○ ○
(� )��*+, a��;<=>?@�*+, ○ ○
3� ����4, �;<�Ub��c����� ○ ○
8� 9&� HIdJ��;<�9&� ○ ○
G� &���� &�=efg?hi ○ ○
K� O&���� jkLlO&���� ○ ○

m
n
�
�
R
o
�

�
�
�
	


�
�

�� mn��4,(�� mn��pq4,�r��QRS ○ ○
�� mn��4,(�� mn��W&�s�2��mn��2� ○ ○
�� ��Ro��mn�(�� ��Ro��mn���mn��tu� ○ ○
(� ��Ro��mn�(�� ��Ub��V���:��v: ○ ○
3� ��Ro��mn�(�� s���wx ○ ○
8� ��Ro��mn�((� �����������Ro��yz ○ ○

A BC D EFC D
G� {.��������(�� {.������2��.+�2� ○ ○
K� {.��������(�� |}~������=ef���� ○ ○
N� ��Ro�(�� Z�`����Ro������}RS ○ ○
�P� ��Ro�(�� �������Ro� ○ ○
��� ��Ro�(�� ��Ro����:����Ro����:� ○ ○

A BC D EFC D
�
[
C
 
D
U
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]
^

�� mn��4, ����V���:����Ro� ○ ○
�� ��Ro��mn�(�� �>���Ro��tu���>���Ro����:� ○ ○
�� ��Ro��mn�(�� ���������� ○ ○
(� {.�������� ����*��.+�����*��.+ ○ ○
3� ��Ro�(�� ��Ro������(�Ro����:� ○ ○
8� ��Ro�(�� W�Ro� ○ ○

�
%
�
R
o
�

�
�
�
	


�
�

�� Q����(�� �����������%��� ○ ○
�� Q����(�� ������������Ub���� ○ ○
�� ���Ro�(�� ���Ro������Q�/������6��� ○ ○
(� ���Ro�(�� �����%�Q�/�� ○ ○
3� ���� Ub������������ ○ ○
8� ����% �%������ ○ ○

A BC D EFC D
G� ��Ro�(�� ��Ro������Ro�����% ○ ○
K� ��Ro�(�� ��Ro����% ○ ○
N� ����(�� ������ �������¡¢v: ○ ○
�P� ����(�� ��£� ○ ○
��� ���v:(�� ���¡¢v:����� � ○ ○
��� ���v:(�� ����¤�¥6f¦§¨����¤�¥6f¦§¨ ○ ○

A BC D EFC D
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�
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�
R
o
�
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�

��� ©ª�Ro�(�� «¬®©ª�¯°��±��©ª���²��©ª ○ ○
�(� ©ª�Ro�(�� ��/���©ª�Ub��©ª ○ ○
�3� ©ª�Ro�(�� ����¤��©ª�³�²��©ª ○ ○
�8� ´µ(�� ��´µ/�´µ�´µ��� ○ ○
�G� ´µ(�� ¶}O&��´µ�TUVO&��´µ ○ ○
�K� ´µ(�� ´µ�·j/·k ○ ○
�N� ´µ((� ´µ�·j/·k�;¸¹ ○ ○

A BC D EFC D

�
[
C
 
D
U
\
]
^

�� ���Ro� ����v: ○ ○
�� ����(�� º»��·k ○ ○
�� ����(�� #$%��¼�·k ○ ○
(� ���� ����6£� ○ ○
3� ´µ(�� �%�6�´µ ○ ○
8� ´µ(�� ½h¾»���´µ ○ ○
G� ´µ(�� ´µ�·j/·k ○ ○

#
$
v
�

�
�
�
	


�
�

�� ��$�¿À� ��$�¿À��Á%�¿Â��¼ ○ ○
�� #$v���Ã #$v��V�#$v��WÄv: ○ ○
�� #$v����(�� #$v����V�#$v������ ○ ○
(� #$v����(�� θÅ�nπ�#$v��Æθ�#$v��θ+π�#$v� ○ ○
3� #$v��¦§¨(�� #$v��¦§¨�Q�ÇÈ ○ ○
8� #$v��¦§¨(�� #$v��¦§¨�UbÇÈ�#$v��¦§¨�Éj/Êk ○ ○
G� #$Ro�/O&� «¬®#$Ro��«¬®#$O&� ○ ○
K� #$v��·j/·k «¬®#$v��·j/·k ○ ○

A BC D EFC D
N� X���(�� X�������aË®$�#$L ○ ○
�P� X���(�� X����#$v��V�X����&���� ○ ○
��� X���(�� ���Ì�����®�$ ○ ○
��� Í$�`�(�� Í$�#$v��V��Í$�`� ○ ○
��� Í$�`�(�� Í$�`��Ro�/O&��Í$�`��·j/·k ○ ○
�(� Î$�`� Î$�#$v��V ○ ○

A BC D EFC D
�3� Ï�¼�`�(�� ¼¥Ï=��`� ○ ○
�8� Ï�¼�`�(�� Ï¥¼=��`� ○ ○
�G� #$v��Ðz(�� #$v��Ðz�Ro�/O&� ○ ○
�K� #$v��Ðz(�� #$v��Ðz�·j/·k ○ ○
�N� #$v��Ðz(�� #$v��Ub��·j/·k ○ ○

A BC D EFC D
�
[
C
 
D
U
\
]
^

�� #$v��¦§¨ Ñv�/Òv� ○ ○
�� #$Ro�/O&� #$Ro����Ó� ○ ○
�� #$v��·j/·k(�� Ub��·j/·k ○ ○
(� #$v��·j/·k(�� ����·j/·k ○ ○
3� X��� aË®$�#$v� ○ ○
8� Ï�¼�`� &���� ○ ○

Ô
�
v
�
�
U
�
v
�

�
�
�
	


�
�

�� Ô��4,(�� )��Ô��ÕZ�V�)��Ô��q ○ ○
�� Ô��4,(�� ÕZS�V� ���Ô��ÕZ�V ○ ○
�� Ô��4,(��  ���Ô��q�ÕZS�4, ○ ○
(� Ô�v�(�� Ô�v��¦§¨�«¬®Ô�Ro�/O&� ○ ○
3� Ô�v�(�� _�®Ô�Ro�/O&� ○ ○
8� Ô�v�(�� Ô�v��·j/·k ○ ○

A BC D EFC D
G� U��4,(�� U��V��ÖU�=®fRo� ○ ○
K� U��4,(�� U�����4, ○ ○
N� U��4,(�� ×�½h�U��4, ○ ○
�P� U�v�(�� U�v��¦§¨�U��jk�«¬®U�Ro�/O&� ○ ○
��� U�v�(�� _�®U�Ro�/O&� ○ ○
��� U�v�(�� U�v��·j/·k ○ ○
��� ØÙU�(�� ØÙU��V�Ú�/k�Û¡ ○ ○
�(� ØÙU�(�� U�Z�V�·�¡��<�k�Û¡��< ○ ○
�3� ØÙU�(�� ØÙU��O&� ○ ○

A BC D EFC D
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�
�
�

�

��� ����� ����� ○ ○
��� �������� ���� ○ ○
��� ���� �� !��"#� ○ ○
�$� ����� #��%& ○ ○
�'� ����(�( �� !��"#� ○ ○
�)� ����(�( ��"#��*+ ○ ○
�,� ����������-��-� ����������-��-� ○ ○
�.� /0�� /0���1% ○ ○

2
3
4
�
5
3
4

6
7
8
9
:
;
<

��� 23=� >?�@23=���A ○ ○
��� B��(�( B����A@23C� ○ ○
��� B��(�( B���23=�@D��EFGHI23@B���J#� ○ ○
�$� 23�KL KL� !�@KM�N� ○ ○

O
P	
� QR	
�
�'� �����ST(�( ���UV�>�@�W���XYZ ○ ○
�)� �����ST(�( $W���XYZ ○ ○
�,� �����ST(�( >�[\���N� ○ ○
�.� 23�-��-�(�( �W���-��-�@EF=��-��-� ○ ○
�]� 23�-��-�(�( ^_`GabI-��-�@-��-��Ecd ○ ○
��e� 23� !��"#�(�(  !��f�<�g� ○ ○
���� 23� !��"#�(�( hW"#�@"#��%& ○ ○

O
P	
� QR	
�
���� "�53 "�53@ij���N� ○ ○
���� �53(�( �53��� ○ ○
��$� �53(�( �53�kl ○ ○
��'� �53(�( �53mnopq�� ○ ○
��)� �53($( �53�23 ○ ○

O
P	
� QR	
�
��,� r5(�( �sL`�r5 ○ ○
��.� r5(�( �sLmtupqvw�r5 ○ ○
��]� r5(�( x�����r5 ○ ○
��e� r5($( �WsL�r5 ○ ○
���� r5('( KL�r5 ○ ○

O
P	
� QR	
�

�
�
	


�
�
�

�

��� 23�KL KyI�sL ○ ○
��� �����ST >��z{ ○ ○
��� 23�-��-�(�( |}~��-��-� ○ ○
�$� 23�-��-�(�( �����-��-� ○ ○
�'� 23�-��-�(�( ��������-��-� ○ ○
�)� 23� !��"#�(�( x�� !��f�<�g�@f�<�g��>��5 ○ ○
�,� 23� !��"#�(�( KL��� ○ ○
�.� �53 �53���-��-� ○ ○
�]� r5(�( r5�#3@r5�-� ○ ○
��e� r5(�( ��KL�r5 ○ ○

�
P
�
�
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:
;
<

��� �r�P����(�( �r�P���� ○ ○
��� �r�P����(�( 3M�������P��@�rvw�1% ○ ○
��� �r�P����3 �P����3���o@�P�����|} ○ ○
�$� �r�P����5(�( �P����5@�3��5 ○ ○
�'� �r�P����5(�( �P����y�@�P�����|} ○ ○
�)� �r�P����5(�( �5�kl ○ ○

O
P	
� QR	
�
�,� �r�P���vw(�( �P���3<@�M����P�� ○ ○
�.� �r�P���vw(�( �L������P��@�rvw�1% ○ ○
�]� �r�P���vw(�( �P���vw���@��w�r5 ○ ○
��e� �P�� !�(�( �L��P�� !�@�L���S�n� ○ ○
���� �P�� !�(�( �r��M�z��t ○ ○
���� �P�� !�(�( �L�4L�P��@��L��y� ○ ○
���� �P�� !�($( ���P�� !�@�P�� !���� ○ ○
��$� �P�� !�('( ��|}���|}@M��L���@��KL� !� ○ ○

O
P	
� QR	
�

�� �� ���	
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�
P
�
�
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7
8
9
:
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<

��'�  `¡¢  `¡¢@�M`���@3M����¡¢ ○ ○
��)�  `�P�� �P����@�P���3< ○ ○
��,�  `�P����3 �P����3���o@�P�����|} ○ ○
��.�  `�P����5 �P����5@�3��5@�P����y�@�P�����|} ○ ○

O
P	
� QR	
�
��]�  `�P���vw(�( 3M����P��@������P��@�rvw�1% ○ ○
��e�  `�P���vw(�( �r|}@�M����P�� ○ ○
����  `�P���vw(�( �L������P��@�rvw�1% ○ ○
���� ¡¢ `�vw(�( �L� £�P��@¡¢¤G����r� !� ○ ○
���� ¡¢ `�vw(�( ¥r� !� ○ ○
��$� ¡¢ `�vw(�( �L�4L�P��@�r� !� ○ ○

O
P	
� QR	
�

�
�
	


�
�
�

�

��� �r�P����(�( �r�P���� ○ ○
��� �r�P����(�( #�¦§qyM��� ○ ○
��� �r�P����3 �P�����o�-� ○ ○
�$� �r�P����5 �P���"#��%& ○ ○
�'� �r�P���vw(�( ������P��@¨�����P�� ○ ○
�)� �r�P���vw(�( ������P�� ○ ○
�,�  `�P���vw #�¦§qyM��� ○ ○
�.� ¡¢ `�vw ¡¢ `��vw��� ○ ○

�
©

6
7
8
9
:
;
<

��� #ª�©(�( #ª�©�«¬ ○ ○
��� #ª�©(�( #ª�©�® ○ ○
��� #��©(�( #��©�«¬ ○ ○
�$� #��©(�( #��©�® ○ ○
�'� #��©(�( ¯°4 ○ ○

O
P	
� QR	
�
�)� �©�®���(�( ±²�®@®�³´Σ ○ ○
�,� �©�®���(�( Σ�kl@«¬µ¶���©�® ○ ○
�.� �©�®���(�( «¬µ3����©�®@«¬µ·;���©�® ○ ○
�]� �©�®���($(¸#ª(×̧ #�(¹�®@®�«¬��= ○ ○
��e� º�© º�© ○ ○
���� »ª�© »ª�©�«¬ ○ ○

O
P	
� QR	
�
���� ¼T�(�( ¼T����@#ª¹¼T�@#�¹¼T�@»ª¹¼T� ○ ○
���� ¼T�(�( L¹¼T� ○ ○
��$� ¼T�(�( *+�g��¼T�@Q½�¼T� ○ ○
��'� ¼T�($( �©�®�¼T� ○ ○
��)� ¼T�('( ¶�¹¼T� ○ ○
��,� ¼T�()( ��¹¼T� ○ ○
��.� ¼T�(,( 3�¹¼T� ○ ○
��]� ¼T�(.( �¹¼T� ○ ○
��e� ¼T�(]( ¾¿¹¼T� ○ ○

O
P	
� QR	
�
���� �ÀÁÂÃ4(�( #��%& ○ ○
���� �ÀÁÂÃ4(�( ¶��kl�%& ○ ○
���� �ÀÁÂÃ4(�( "#��%& ○ ○
��$� �ÀÁÂÃ4($( ¼T���ÀÁÂÃ4 ○ ○

�
�
	


�
�
�

�

��� #ª�©�#��© #ªÄ�#�Ä@���© ○ ○
��� �©�®��� #��©�®�Å0@���5�® ○ ○
��� ¼T�(�( L¹¼T�@¶�¹¼T� ○ ○
�$� ¼T�(�( �©�®�¼T�@��ÆÇÈ<É¼T�@5�±²¹¼T� ○ ○
�'� ¼T�(�( ��¹¼T�@�¹¼T� ○ ○
�)� ¼T�($( 3�¹¼T� ○ ○
�,� ¼T�('( ¾¿¹¼T� ○ ○

����
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��	 ����� �����
������������ ○ ○
��	 ���(�� ������������� ○ ○
��	 ���(�� �� ! ○ ○
�"	 #�$%&'�()(�� #�$%&'�()�n�* ○ ○
�+	 #�$%&'�()(�� ,-��. ○ ○
�/	 ���
0�(�� 12��32����4�56�0��,-� ○ ○
�7	 ���
0�(�� 89 ○ ○
�:	 ���
0�(�� ;<=�>?@ ○ ○

ABCDBE

�


F
=

��	 GH= GH=�,-� ○ ○
��	 IJ(�� IJ�,-� ○ ○
��	 IJ(�� 89
IJ ○ ○
�"	 KF= KF=�,-� ○ ○
�+	 �LF=��M ! �M !NO�LF=�,-� ○ ○
�/	 �LF=
<=(�� �LF=
<=��P� ○ ○
�7	 �LF=
<=(�� �LF=�Q= ○ ○
�:	 �LF=
<=(�� Q=�,-��RS� ○ ○
�T	 �LF=�UV 6WX ○ ○

ABCDBE
��Y	 F=�Z[\�]^(�� Z[\�]^�F=�,-�_`ab ○ ○
���	 F=�Z[\�]^(�� Z[\�]^_cd ○ ○
���	 �ef
�,-�(�� �ef
<gef ○ ○
���	 �ef
�,-�(�� �,-��<gefh�\i ○ ○
��"	 �ef
�,-�(�� �LF=��,-� ○ ○

ABCDBE

j
�

��	 2�j�(�� 2�j��klm ○ ○
��	 2�j�(�� 2�j��klm
<=�2�,-��no� ○ ○
��	 p)j�(�� p)j��klm ○ ○
�"	 p)j�(�� p)j��klm
<=�p),-��no� ○ ○
�+	 qj� qj�
r�UV ○ ○
�/	 stj� stj�
r�UV ○ ○

ABCDBE

�
u

��	 �v��u(�� �v�wx
yz��v��u�UV ○ ○
��	 �v��u(�� {|}~���) ○ ○
��	 puo��v(�� puo��v��u ○ ○
�"	 puo��v(�� puo��v�wx�� ○ ○
�+	 puo��v(�� ���
�u ○ ○
�/	 pu��(�� pu���wx
yz ○ ○
�7	 pu��(�� puo�������� ○ ○
�:	 pu��(�� puo����UV�pu���wx�yz
���u ○ ○
�T	 pu��("� puo���
0� ○ ○

ABCDBE
��Y	 j���u(�� j���u�UV�2�j���u ○ ○
���	 j���u(�� ���u����u ○ ○
���	 j���u(�� p)j���u ○ ○
���	 j���u("� p)j���u
�� ○ ○
��"	 j���u(+� ��j����j���u��u�e ○ ○
��+	 �@j�
�u(�� �@j���u�{|}~���) ○ ○
��/	 �@j�
�u(�� �@j���u��� ○ ○
��7	 �@j�
�u(�� ����>�@j���u ○ ○
��:	 �@j�
�u("� 0�
�@j���u ○ ○
��T	 j����U(�� j����U ○ ○
��Y	 j����U(�� �4��() ○ ○

ABCDBE

�
2
�

��	 �2��
cj�(�� �2���(���2��
�� ○ ○
��	 �2��
cj�(�� cj��(��x����cj� ○ ○
��	 cj����(�� ��cj����cj� ○ ○
�"	 cj����(�� stj���2� ○ ○
�+	  ¡ ¡>j��cj�(�� �@j��cj� ○ ○
�/	  ¡ ¡>j��cj�(�� ��j����j��cj� ○ ○
�7	  ¡ ¡>j��cj�(�� ���2� ○ ○
�:	 �nLcj� �nLcj� ○ ○
�T	 j��]N,
cj�(�� ¢j���2� ○ ○
��Y	 j��]N,
cj�(�� Z[\�]^
cj� ○ ○

ABCDBE

�������	
����

�� �� ���	
 �� � ��

�
2
�
�
£
¤

��	 Q=
�=(�� Q=
�= ○ ○
��	 Q=
�=(�� Q��¥(�Q?b�F= ○ ○
��	 �¦��() �¦��() ○ ○
�"	 j����\�(�� j��§
�¨ ○ ○
�+	 j����\�(�� j���©
�� ○ ○
�/	 j����\�(�� ���_ª«j��§� ○ ○
�7	 j����\�("� ��¬�(�¥( ○ ○
�:	 j��®©
®�(�� j��®©
®� ○ ○
�T	 j��®©
®�(�� 0�
®©�®� ○ ○

ABCDBE
��Y	 j��klm(�� F=�¯°
\F� ○ ○
���	 j��klm(�� j��klm�±� ○ ○
���	 j��klm(�� j��klm
�²= ○ ○
���	 ,-��no�h�£¤(�� no��³´ ○ ○
��"	 ,-��no�h�£¤(�� ,-��µ�.�¶� ○ ○
��+	 ,-��no�h�£¤(�� Q=�·� ○ ○
��/	 ¸¹
¸¹(�� <=º�»!�¸¹
¸¹ ○ ○
��7	 ¸¹
¸¹(�� ��º�»!�¸¹
¸¹ ○ ○
��:	 ²¼� �L�²¼� ○ ○

ABCDBE

�
2
�

��	 n(�2
(�2(�� n(�2�½·�� ○ ○
��	 n(�2
(�2(�� n(�2��� ○ ○
��	 n(�2
(�2(�� (�2��� ○ ○
�"	 n(�2
(�2("� 2�j��n(�2 ○ ○
�+	 n(�2
(�2(+� �@j��n(�2 ○ ○
�/	 n(�2
(�2(/� 2�j���@j��(�2 ○ ○
�7	 ¾i�2�(�� n(�2�¾i�2� ○ ○
�:	 ¾i�2�(�� (�2�¾i�2� ○ ○
�T	 ¾i�2�(�� ¿À>¾i�2� ○ ○

ABCDBE
��Y	 Á2�2�(�� n(�2�Á2�2� ○ ○
���	 Á2�2�(�� (�2�Á2�2� ○ ○
���	 Á2�2�(�� ���
Á2�2� ○ ○
���	 ���_ª«j��(�2 ���_ª«j��(�2 ○ ○
��"	 Âj��Ãj��(�2 Âj��Ãj��(�2 ○ ○
��+	 (�2Ä]|ÅOj�(�� (�2Ä]|ÅOj���2 ○ ○
��/	 (�2Ä]|ÅOj�(�� (�2Ä]|ÅOj��¥( ○ ○
��7	 (�2�ÆÇ�ÈÉ(�� Ê2`�� ○ ○
��:	 (�2�ÆÇ�ÈÉ(�� (�2
no� ○ ○

ABCDBE

�
2
�
�
£
¤

��	 ��(�� xË,Ì��2
�� ○ ○
��	 ��(�� yË,Ì��2
�� ○ ○
��	 ��(�� ¢j�
�� ○ ○
�"	 ��("� Z[\�
�� ○ ○
�+	 Í�(�� Îj�
	ÏÍ�Í� ○ ○
�/	 Í�(�� ¢j�
	ÏÍ�Í� ○ ○
�7	 Í�(�� �F=
	ÏÍ�Í� ○ ○
�:	 Í�("� Z[\�
	ÏÍ�Í� ○ ○
�T	 Í�(+� yË�ÐÑ�	ÏÍ�Í� ○ ○
��Y	 Í�(/� Ò	ÏÍ�Í� ○ ○

ABCDBE
���	 F=�Ó|(�� Z[\�
F=�Ó| ○ ○
���	 F=�Ó|(�� Îj�
F=�Ó| ○ ○
���	 ¸¹
Ô�Ñ(�� <=º�»!�¸¹
Ô�Ñ ○ ○
��"	 ¸¹
Ô�Ñ(�� ��º�»!�¸¹
Ô�Ñ ○ ○

ABCDBE

�������	
���� ������� �������������������
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　文を書くとき、「じ･ぢ」「ず･づ」の使い方で迷うことはありません
か？ 例えば次の漢字の読みはどうでしょう。
　①続ける②地面③傷④鼻血⑤頭痛
　正解は「①つづける②じめん③きず④はなぢ⑤ずつう」です。
　｢じ･ぢ｣や｢ず･づ｣の使い方は案外迷うものですが、実は｢現代仮
名遣い｣で使い方の原則が決められています。(右側囲みの中を参照)
　しかし｢地｣には｢ち｣だけでなく地面・生地・素地・下地など｢じ｣の
読みもあることや、本来は二語からできた言葉だけど、現代語の意味
では一語で通用している語と捉えられている言葉（「稲妻」＝稲+妻、
「絆」＝｢騎+綱｣）もあり、わかりにくくなっています。親父も｢親+父｣
で、昔は｢おやぢ｣とも書いていたようですが、｢オヤジ｣一語の方が
納得できそうですね。
　昔は「づ･ず」｢ぢ･じ｣の発音は違っていたので使い分けが行えた
のでしょうが、現代ではほぼ同じ発音をします。ですから特に区別を
するのでなく「じ・ず」が基本で、例外だけ｢ぢ･づ｣となったようです。

【現代仮名遣い表記について】
昭和61年内閣告示･訓令：「現代仮名遣い」で原則を定めています。
内容の概略は以下。

◇｢ぢ｣｢づ｣を使うのは次の２つの場合(例外)に限り、それ以外は原則として
総て｢じ｣｢ず｣を使うことになっています。

1）同音の連呼によって生じた｢ぢ｣｢づ｣
2）二語の連合によって生じた｢ぢ｣｢づ｣

1）に関しては縮む(ちぢむ)や続く(つづく)があたり、2）では鼻血(鼻+血)間近
(まぢか)などがあたります。また、語頭は｢ぢ｣｢づ｣はこないこととなります。

正しい表記は
どっちだろう？？？❶

�� �� ���	
 ��

�
�
�

��� �	
��� ○

��� ������� ○

��� �	
��� ○

��� ��	�� ○

�
�
�
�
�

��� ���������� �! ○

��� ���������� �! ○

��� ���������� �! ○

��� ���������� �! ○

�
�
"
�

��� ��"��#$ ○

��� %&'��()* ○

��� $+,-�./�.0 ○

��� 123*4"��./�.0 ○

�5� ��"��x6��72 ○

�8� ��"��x6��9:"; ○

�<� ��=>��� �! ○

�?� ��=>��� �! ○

�@� ��=>��AB ○

C
D
�
�
�
E
F

��� GHI�JKLMN ○

��� 2�OPDQR ○

��� STUVWX�EF ○

��� STUVWX�2�)* ○

�5� �YJZ[\]^_�`abc ○

�8� STUVWX�d^e�f2 ○

g
h
�
i
j
�
�
k
g
h

��� lm$��nm$� ○

��� op-qrstuh �! ○

��� op-qrstuh �! ○

��� op-qrstuh �! ○

�5� vwx�$� ○

�8� yz&{|�$� ○

�<� 	}~�$� ○

�� �� ���	
 ��

t
u
"
�

��� ��$��AB ○

��� tu"��	�� ○

��� tu"��=>� ○

��� tu"��./�.0 �! ○

�5� tu"��./�.0 �! ○

�8� tu"��./�.0 �! ○

�<� tu"��gh��AB ○

�
�
�
�
�
"
�

��� ��	�� ○

��� ��	���AB ○

��� ��	�� ○

��� ��=>� ○

�5� ��"��./�.0 �! ○

�8� ��"��./�.0 �! ○

�<� ��"��./�.0 ○

�
�
�
�
�

��� q� �! ○

��� q� �! ○

��� q� �! ○

��� k� �! ○

�5� k� �! ○

�8� k� �! ○

�<� k� �! ○

�
N

��� >��N�>��N �! ○

��� >��N�>��N �! ○

��� �N�� �! ○

��� �N�� �! ○

�5� ��N ○

�8� ��� �! ○

�<� ��� �! ○

�
�
�
�

��� >��2�9:���� ○

��� �����AB ○

��� �����AB ○

��� �k���AB ○

�5� ��gh�ij �! ○

�8� ��gh�ij �! ○

�<� ����	���AB ○

�������	�
��	����A�
��	�����B�

�	�������������
��������� !

�������	�
��	����A������� �������	�
��	�����B�������
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